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◆ 業 務 概 要 

★ 技術相談 
１  総合相談窓口（ハローテクノ）（無料） 

技術交流館１Ｆの総合相談窓口（ハローテクノ）にて工業技術センターの研究員が個々の技術相談に応じます。 

まずはお電話ください。 

電 話 078－731－4033 E-mail radish@hyogo-kg.jp 

F A X 078－735－7845 U R L http://www.hyogo-kg.jp/ 

 

２  研究員の現地アドバイス(相談無料、機器利用・分析等は有料) 

工業技術センターの研究員が地域企業の生産現場を訪問し、個々の技術的相談とその解決にあたります。 

 

３  技術アドバイザーの派遣（有料） 

企業が独力では対応が困難な技術的諸問題を解決するため、技術アドバイザー（企業OBや技術士など）を派遣します。 

◆専門分野 
機械、電気電子・情報、金属、有機・高分子、包装、食品、環境・エネルギー、無機・セラミックス、 

品質管理、繊維、皮革の１1分野 

◆派遣日数と費用 
派遣日数 １企業あたり 1～１０日程度 

費   用 １日あたり（14,800円+交通費）×2/3  （1/3は県が負担） 

≪ご利用手続き≫ 
①  相談 まずは総合相談窓口（ハローテクノ）ご相談ください。 
②  申込み 派遣申込書（工業技術センターホームページからダウンロード）により、技術企画部技術支

援室又は各工業技術支援センターへお申し込みください。 
③  日程調整 ご希望に合わせ、担当職員が適切なアドバイザーを選定し、日程を調整します。 
④  費用の支払い 納付書を郵送しますので、金融機関等で費用をお支払いください。 
⑤  アドバイザー派遣 費用の納付確認後、アドバイザーを派遣します。 
⑥  結果報告 実施結果の報告書をご提出ください。 

 
４  移動工業技術センター 

県内各地に出向き、工業技術センターの技術シーズについて展示・発表を行うとともに、技術相談も受け付けます。また、大

学等と連携した合同技術シーズ発表会も開催します。 
 

★ 機器利用・依頼試験 
１  機器利用（有料/要研修） 

当センター保有の試験分析機器を企業の技術者の皆様にご利用いただく制度です。 

≪ご利用手続き≫ 
①  申込み ハローテクノへお問い合わせいただき、担当に以下の事項をご確認してください。 

ア 利用したい機器名 イ 対象物、目的、規格  ウ 日程確認 

エ 機器利用研修の要不要 オ 料金（機器利用料＋研修料） 

②  機器利用 予約日にハローテクノで受付し、目的の機器をご利用ください。 

③  費用の支払い 当センター総務部にて機器利用料金の支払いを行ってください（当日現金もしくは後日振込用紙

でお支払いください）。 

 

２  機器利用研修 

試験分析機器等の操作方法や測定技術等を習得していただきます。研修は概ね一日程度です。既に研修を受講され、操作方

法など熟知されている方は、対象機器を必要な時にご利用いただけます。受講後は、対象機器の利用が可能となります。 

 

３  依頼試験 

主に、民間の試験・分析機関が行っていない繊維、皮革、包装関連を対象として依頼試験を行っています。 
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★ 研 究 開 発 
１  テクノトライアル 

企業が独力で行うことが困難なアイデア段階での試作や、今後研究するかどうかを見極めるための実験を工業技術セン

ターのノウハウやシーズを活かして行います。また、企業等のご依頼により、研究員が企業等に出向いて、その生産現場、開

発現場で分析、評価を行う出張テクノトライアルも実施します。 

≪ご利用手続き≫ 
①  研究内容決定 事前に研究内容、期間、費用、実施方法などを担当研究員にご相談ください。 

②  申込み 申込書に必要事項を記入の上、担当研究員宛てにお申し込みください（郵送可）。 

③  費用の支払い 納付書を郵送しますので、金融機関等でお支払ください。 

④  実施  費用の納付確認後、テクノトライアルを実施します。 

 

２  共同研究 

新製品・技術開発を支援するため、工業技術センターが機器、設備等を提供し、企業と共同で研究開発を行います。 

 

３  受託研究 

企業が独力では解決が困難な課題で、工業技術センターが保有する機器、技術等で対応できるものについては、試験・分析

等の研究を受託しています。 

≪ご利用手続き≫ 
①  研究内容決定 事前に研究内容、期間、費用、実施方法などについて担当研究員にご相談ください。 
②  申込み 申込書に必要事項を記入の上、担当研究員宛てにお申し込みください（郵送可）。 
③  契約 研究契約書又は受託書（請負書）により、当センターとの契約を行います。 
④  費用の支払い 契約に基づき、必要な経費をお支払いください。 
⑤  実施 費用の納付確認後、共同研究・受託研究を実施します。 

 
４ シーズ研究 

未来の産業発展を目指し、外部競争的資金（科学研究費補助金等）による自主研究を進めるとともに、その研究成果を県内中

小企業に移転します。 
 

★ 人 材 育 成 
１  ものづくり基盤技術入門研修 

企業の技術者・研究者の人材育成を目的に、講義と実習を通して基礎的な知識と技術を身に付けることができます。 

◆研修分野 
無機材料評価、有機材料評価、包装試験、食品衛生、形状測定、振動測定、 

測光測色技術、アナログ回路技術、織物製造など（開催年度により異なります） 

◆受講料(企業負担額) 5,000 ～ 20,000円/人 

◆期 間 1 ～ 4日間 

 

２  皮革大学校 

製革業及び革製品製造業とその他皮革関連企業における技術者の育成を目的に、皮革や革製品に関する基礎知識・製造技

術について座学と実習による研修を行います（受講料は無料、皮革工業技術支援センターで実施）。 

◆実施時期  7月 ～ 翌年2月  

 

３  航空産業非破壊検査トレーニングセンター 

航空産業において非破壊検査の業務に従事する人材を育成することを目的として開設しました。国際認証規格（NAS410）に準

拠した訓練機関として、非破壊検査のうち浸透探傷（PT）、磁粉探傷（MT）、超音波探傷（UT）のトレーニングを実施しています。 

◆浸透探傷（PT） 講習費用 250,000円 /  8日間 

◆磁粉探傷（MT） 講習費用 450,000円 /  8日間 

◆超音波探傷（UT） 講習費用 600,000円 / 15日間 
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★ 技術情報の提供 

１  研究成果発表会 （例年１０月開催） 

工業技術センターで実施した様々な研究開発の成果を発表します。また終了後、参加者の皆様との交流会も行います。 

 

２  各種展示 

県内外で開催される各種展示会等に、研究成果や試作品等を展示し、利用促進と成果普及を推進します。 

また、当センター技術交流館１階ロビーにて常設展示も行っています。 

 

３  各種メディアによる情報提供  

工業技術センターのホームページやフェイスブックにより、各種セミナー、利用可能な機器、開発事例、研究成果、特

許等の情報を発信しています。また、「製品化事例集」、「研究報告書」などを定期的に発行しています。 

ホームページ   http://www.hyogo-kg.jp/  フェイスブック   https://www.facebook.com/hyogo.kg/ 

 

◆ 産学官連携の推進 

高度化･多様化する企業ニーズに対応するため、企業間の連携や大学・各種産業支援機関との連携、関西広域連合による公設

試験研究機関の広域的な連携を推進し、創造的な技術開発を支援します。 

 

１ 兵庫県工業技術振興協議会による異業種交流の促進 

県内の中小企業を中心に構成される技術研究会の活動を支援し、相互連携して「ひょうご技術交流大会」をはじめ、講演会、

成果発表会などのイベントを開催しており、異業種交流と産学官連携の絶好の機会となっています。 

兵庫県工業技術振興協議会の構成研究会 

淡路瓦技術研究会 兵庫県革製品研究会 兵庫県バイオ技術研究会 
近畿包装研究会 兵庫県機械技術研究会 兵庫県バイオポリマー研究会 
神戸ゴム科学研究会 兵庫県試験･分析技術研究会 兵庫県メッキ研究会 
播州織技術研究会 兵庫県酒造技術研究会 三木特産工業技術研究会 
兵庫エレクトロニクス研究会 兵庫県鋳造技術研究会 （五十音順） 

  （平成30年4月現在、14研究会） 

 

２ 兵庫ものづくり支援センターとの連携の促進 

次世代の成長産業を育成し、産学官の連携による研究開発を促進するため、神戸（工業技術センター内）、 阪神（（一財）近畿

高エネルギー加工技術研究所内）、 播磨（(公財)ひょうご科学技術協会播磨産業技術支援センター内）に設置した「兵庫ものづく

り支援センター」の運営管理を担い、中小企業の技術開発や製品開発を支援します。 

 

３ 各種産業支援機関との連携 （中小企業支援ネットひょうご） 

(1) （公財）新産業創造研究機構との連携による産学官共同研究の推進 

(2) （公財）ひょうご産業活性化センターとの連携による総合的な企業支援体制の構築 

 

４ 大学との連携  

(1) 兵庫県立大学産学連携・研究推進機構、神戸大学学術・産業イノベーション創造本部との連携強化 

(2) 大学（兵庫県立大学、神戸大学、京都工芸繊維大学、同志社大学、東京農業大学、東北大学）との連携協定による共同研究

の推進 

 

５ 広域での公設試験研究機関の連携 

(1) 関西広域連合における公設試験研究機関の連携 

  （構成府県市：滋賀県、京都府、大阪府、兵庫県、奈良県、和歌山県、徳島県、鳥取県、京都市、大阪市） 

(2) （国立研究開発法人)産業技術総合研究所など各種研究機関との連携 

 

 

 

http://www.hyogo-kg.jp/
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◆ 施設整備の概要 

県内技術支援機関の中核拠点として、高度な技

術ニーズに対応し、また産学連携機能を有する開放

型の研究開発施設としての機能強化を図るために、

平成24年10月に技術交流館をオープンし、先端研

究開発機器の整備を行いました。平成 27 年 7 月に

は技術シーズの育成を行う研究本館の改修を完了

し、併せて技術交流の場として研究発表会、講演会

等に利用できるスペースを設けました。平成28年度

は50台駐車可能な駐車場を中心に外構の整備を行

い、より多くの方にご利用いただけるよう利便性を

向上させました。 

 
【整備施設の概要】 

 

◆ 新設機器の紹介 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

技術交流館 

６階 
電気・電子・情報技術系 

フロア 

ＣＡＤ／ＣＡＥシステム、デザイン評価開発機器、スペクトルアナライ

ザなど 

５階 食品・バイオ系フロア 

ガスクロマトグラフ、高速液体クロマトグラフ、イオンクロマトグラフ、

原子吸光分光分析装置、フローサイトメーター、顕微鏡画像解析システ

ム、リアルタイムＰＣＲシステムなど 

４階 材料技術系フロア 

Ｘ線回折装置、蛍光Ｘ線分析装置、Ｘ線光電子分光分析装置、熱分析装

置、微小部X線残留応力測定装置、Ｘ線マイクロアナライザー、高周波

プラズマ発光分析装置、フーリエ変換赤外分光光度計など 

３階 
ものづくり・機械金属系 

フロア 

ラピッドプロトタイピングマシン（３Ｄプリンタ）、紫外レーザ

加工装置、研究用小型スパッタリング装置、微小押込み硬さ試験

機（ナノインデンタ）など 

２階 産学官連携フロア セミナー室、プロジェクト研究室、共同研究室、大学連携室など 

１階 技術相談支援フロア 
総合相談窓口（ハローテクノ）、技術相談室、会議室、兵庫もの

づくり支援センター神戸（ＮＩＲＯ分室）、兵庫県発明協会 

地下１階 耐振動実験・測定フロア 

ＭＥＭＳ製作システム、光学特性測定システム、分析電子顕微鏡、

走査電子顕微鏡、集束イオンビーム加工装置、近接場光学顕微分

光装置、マイクロＸ線ＣＴスキャナーなど 

試作実験館 1階、２階 試作・実験フロア 

３Ｄものづくりセンター、航空産業非破壊検査トレーニングセン

ター、ゴム加工機（バンバリー型ミキサー、加圧式ニーダー、ゴ

ム用ロール機）、包装試験装置、ＥＭＣ評価システム、振動試験

機など 

研究本館 

３～６階 シーズ育成フロア 各技術分野の研究室 

２階 技術交流フロア セミナー室、技術交流スペース 

１階 技術開発部門事務フロア 
所長室、次長室（技術調整担当）、研究員事務スペース、精密測

定室、恒温恒湿室 

熱盤式油圧プレス機 

（平成２９年度 JKA機械振興補助事業設置機器） 

〔用  途〕 炭素繊維強化複合材料を始めとする複合

材料の成形加工、織物等繊維材料の加熱

加圧処理、フィルムおよびその他シート材

料の接着加工などに利用します。 

〔対象試料〕 織物、編物等の繊維材料、複合材料、プラ

スチックシート、フィルム等 

〔利用料金〕 １時間につき 3,300円 

初回利用時、機器利用研修費として別途

4,000円が必要。 
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◆ 技術シーズの開発 

高度なものづくり基盤技術を活かした高付加価値製品の開発、地域発のイノベーション創出、産地ブランドの確立などを

目指した研究開発を推進し、ものづくり産業の競争力の強化とオンリーワン企業の成長に寄与します。 
 

平成30年度に実施する主な研究課題 

【技術改善研究】 

研究課題 担当部署 

アパタイト型ランタンシリケート配向膜を用いた固体酸化物形燃料電池の研究 材料・分析技術部 

簡易型非接触振動測定機の開発 生産技術部 

アレンジワインダーを用いた撚糸の意匠性向上に関する研究 繊維工業技術支援センター 

ゴム材料の表面改質技術の皮革への応用 皮革工業技術支援センター 

 

 

◆ 【科研費研究】        （平成 30年 4月 1日現在） 

種  別 研究課題 年度 連携研究機関 

科研費・若手 

（日本学術振興会） 
共生細菌由来の新奇酵素によるリグニンの変性 H30-31  

科研費・基盤Ｃ 

（日本学術振興会） 

シニア向け携行型歩行動作・動線追跡システムのデザイン H28-30  

弾性表面波を用いた乾式マイクロマニピュレーション H28-30 兵庫県立大学 

ダイバー（潜水者）のための次世代口腔内センシングシステムの開発 H29-31  

デジタルハンドシミュレータを用いたグリップデザインシステム H29-31  

マイクロエンドミルによるマイクロニードルアレイの高機能・低侵襲化に関する研究 H29-31  

大気圧ヘリウムプラズマ照射を援用した光触媒反応向上による水素発生プロセスの開発 H30-32 大阪大学 

 
 

◆ 知的財産の創出と活用 

工業技術センターでは、研究開発の過程で得られた成果を特許などの知的財産として保有し、その活用により企業における新

技術の構築と新製品の開発に貢献しています。 

現在保有している特許等（実施募集中のもの）    （平成 30年 4月 1日現在） 

種 類 件    名 取得年月日 登録番号 備  考 
特許権 扁平セルロース粒子を用いた新規複合体 平成18．10．20 3867117 AISTとの共有 

特許権 リチウム二次電池用負極及びこれを用いたリチウム二次電池 平成20．10．31 4206441 AISTとの共有 

特許権 マイクロ加工装置 平成22． 7． 2 4538653 県単独所有 

特許権 多重シーン撮像用光学素子および視線検出入力装置 平成22． 7．16 4549213 県単独所有 

特許権 亜臨界水又は超臨界水を用いた連続処理装置 平成23． 1．14 4664580 県単独所有 

特許権 ヨウ素含有微細繊維 平成23．11．25 4870614 企業との共有 

特許権 亜鉛を含むめっき皮膜 平成24． 1．13 4901120 県単独所有 

特許権 有機紡績糸の製造方法及び製造装置 平成24． 1．27 4912191 県単独所有 

特許権 ヨウ素含有微細繊維 平成24． 2． 3 4917879 企業との共有 

特許権 機能性薄膜及びその製造方法 平成24．10． 5 5099321 県単独所有 

特許権 基材表面に耐食性合金皮膜を形成させる方法 平成26． 7．25 5582311 県単独所有 

特許権 応力発光物質及びその製造方法 平成26． 9．19 5613891 県単独所有 

特許権 織物による炭素繊維強化複合材料の成形方法 平成27． 2． 6 5690386 企業と共有 

※AIST＝（国立研究開発法人）産業技術総合研究所 
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◆ 対応分野と業務内容 
工業技術センター  (総合相談窓口 TEL: 078-731-4033) 

 対応分野 具体的な業務内容 

技
術
企
画
部 

  (TEL: 078-731-4189) 

・試験研究業務の企画・調整 
・産学官連携の推進 
・知的財産の活用 

・研究等の企画立案・調整、研究マネジメント 
・産学官の連携・交流推進、共同・受託研究、試験研究の評価 
・知的財産の取得・維持・活用 

技術支援室 (TEL: 078-731-4162) 

・技術支援 
・技術相談 
・情報提供 
・兵庫県工業技術振興協議会の活動支援 

・技術アドバイザー派遣、Ｗｅｂサイト等の運用 
・総合相談窓口（ハローテクノ）の運営 
・移動工業技術センター開催、集中企業訪問実施、技術講習会開催 
・兵庫県工業技術振興協議会等の活動支援 

材
料
・
分
析
技
術
部 

無機材料グループ (TEL: 078-731-4304) 

・機能性セラミックス材料 
・窯業材料 
・金属材料 
・金属鋳造 
・分析・評価 
  

・機能性薄膜（スパッタリング）、蛍光体、燃料電池、誘電体、酸化物半導体 
・粘土瓦 
・表面処理、摩擦摩耗測定 
・非鉄金属鋳物、流動・凝固シミュレーション、３Ｄプリンタ（樹脂、砂型） 
・Ｘ線分析、表面分析、金属材料分析、ＣＬ発光分光、発光分光分析、異物分析、 
 集束イオンビームによる微細加工、アルゴンイオン照射による断面研磨、粒度分布測定 

化学材料グループ (TEL: 078-731-4302) 

・高分子材料 
 
 
・有機材料 
・包装材料 

・ゴム成形加工（配合、混練、加硫、成形）、特性評価、高分子材料分析、 
  高分子表面改質（プラズマ処理）、工業用ゴム製品、ケミカルシューズ、 
  環境調和型複合材料、天然高分子材料（セルロースナノファイバー） 
・有機合成、有機材料分析、有機半導体、光応答性材料 
・包装材料・容器の試験・特性評価（紙、フィルム、樹脂） 

食品・バイオグループ (TEL: 078-731-4195) 

・機器分析 
・生体試料の解析 
・清酒醸造 
・微生物の利用 
・食品の物性評価 

・ＨＰＬＣ、ＧＣ、イオンクロマトグラフィー、原子吸光分光分析 
・タンパク質、ＲＮＡ、ＤＮＡの定量分析 
・醸造工程の管理、新規酒類の製品開発 
・微生物取扱技術 
・食品素材の物性（テクスチャー）評価 

生
産
技
術
部 

金属・加工グループ (TEL: 078-731-4487) 

・金属材料試験 
・金属熱処理 
・金属表面処理 
・金属粉体 
・加工技術 

・破面観察、金属組織観察、硬さ試験 
・金属熱処理、金属組織制御 
・めっき、膜厚測定、塩水噴霧試験 
・粉砕・混合、粉体成型、焼結 
・レーザー加工（切断、溶接、焼入れ、曲げ、彫刻） 

機械システムグループ (TEL: 078-731-4326) 

・製品設計支援 
・精密測定 
・振動評価 
・材料強度評価 
・プロダクトデザイン 
・非破壊検査 
・金属積層造形技術 

・ＣＡＤ/ＣＡＥ（設計/解析）による構造・機構設計、トポロジー最適化設計 
・３次元測定、表面粗さ・長さ測定、ＣＡＴ（Computer Aided Testing） 
・振動特性分析、振動耐久試験 
・荷重試験、引張試験、ひずみ測定 
・人間工学に基づく設計／製品評価 
・Ｘ線透視試験、Ｘ線ＣＴスキャン、微小部残留応力測定 
・金属３Ｄプリンタ 

電子・情報グループ (TEL: 078-731-4328) 

・電磁波ノイズ計測・防止 
・微小電気機械システム（ＭＥＭＳ） 
・計測・制御 
  

・電磁波ノイズの計測および対策支援  
・ＭＥＭＳ設計・製作・評価 
・光応用計測、光デバイス設計、測光測色、画像計測、センシング応用、情報処理、 
 システム制御 

繊維工業技術支援センター (TEL: 0795-22-2041) 

対応分野 具体的な業務内容 

  

  

  

  

・織物企画 
・織物製造 
・繊維利用 
・品質管理 

・織物組織、織物規格、テキスタイルデザイン 
・染色技術、サイジング技術、製織技術、仕上げ加工技術 
・繊維複合材料、産業資材織物、繊維リサイクル技術、電界紡糸 
・クレーム防止技術、織物･繊維評価技術（物性、風合い）、機器分析 

皮革工業技術支援センター (TEL: 079-282-2290) 
対応分野 具体的な業務内容 

  

  

  

  

・皮革製造 
・皮革副産物応用 
・革製品加工 
・皮革材料評価 

・準備工程、なめし工程、染色・加脂工程、仕上げ工程 
・にかわ・ゼラチン・コラーゲン応用技術 
・縫製など二次加工 
・皮革材料試験・分析、日本エコレザー基準（JES）対応         




